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の
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
割
合
は
。

市
の
建
築
物
は
、
財
産
台
帳

に
よ
る
と
約
８
５
０
、
平
成
11
年

以
降
の
建
築
物
は
約
１
６
０
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
電
気
使
用
量
の

内
訳
は
、
平
成
24
年
度
実
績
で
学

校
施
設
が
全
体
に
占
め
る
割
合
と

し
て
22
％
、ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

リ
サ
イ
ク
ル
館
等
の
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
が
21
％
、
水
道
局
庁
舎

を
含
む
水
道
施
設
が
約
20
％
、
万

葉
ホ
ー
ル
及
び
そ
の
周
辺
施
設
が

約
13
％
、
北
館
を
含
む
本
庁
舎
が

約
７
％
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
削
減
は
、

機
器
等
の
高
効
率
化
だ
け
で
は
な

く
、
既
存
施
設
の
改
修
計
画
も
立

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

省
エ
ネ
、創
エ
ネ
等
の
視
点
・

認
識
に
立
っ
た
計
画
、
設
計
、
施

工
と
各
段
階
に
お
い
て
協
議
、
検

討
し
、
設
備
機
器
や
断
熱
改
修
を

含
め
た
ト
ー
タ
ル
的
な
改
修
計
画

と
調
整
を
進
め
て
い
く
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
削
減
を
全

庁
的
に
取
り
組
む
中
で
、
ど
の
よ

う
に
意
識
統
一
さ
せ
て
い
く
の
か
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
に
つ
い
て

は
、
市
長
自
ら
の
意
識
、
意
見
を

職
員
に
伝
え
て
い
る
。
そ
の
内
容

を
捉
え
て
、
広
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
縦
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
横

の
連
携
も
必
要
と
な
る
。
政
策
調

整
会
議
や
副
部
長
ワ
ー
キ
ン
グ

等
、
様
々
な
分
野
の
職
員
が
参
加

す
る
場
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ

て
知
識
や
成
果
を
高
め
て
い
く
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
削
減
、
省

エ
ネ
改
修
に
対
す
る
市
長
の
考
え

は
。

新
し
い
施
設
や
リ
フ
ォ
ー

ム
、
リ
フ
ァ
イ
ン
し
た
施
設
に
は
、

様
々
な
工
夫
を
し
て
お
り
、
そ
れ

に
対
す
る
取
り
組
み
は
担
当
部
局

だ
け
で
な
く
、
横
断
的
に
あ
ら
ゆ

る
部
局
で
理
解
し
て
も
ら
い
、
低

炭
素
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
一

つ
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り

認
識
し
て
も
ら
い
た
い
。
ゼ
ロ
エ

ネ
ル
ギ
ー
タ
ウ
ン
を
目
指
し
、
先

頭
に
立
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

公

共

交

通

政

策

65
歳
以
上
の
人
口
が
総
人
口

の
21
％
を
超
え
た
社
会
を
「
超
高

齢
社
会
」
と
国
連
で
定
義
さ
れ
て

い
る
。
本
市
の
65
歳
以
上
の
人
口

の
割
合
は
。

平
成
２
年
９
．
９
％
、
平
成

７
年
１
１
．
６
％
、
平
成
12
年
１

４
．０
％
、平
成
17
年
１
７
．４
％
、

平
成
22
年
２
１
．
４
％
、
平
成
25

年
10
月
末
現
在
２
３
．
９
％
、
２

万
９
，
９
４
７
人
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
マ
イ
カ
ー
の

保
有
台
数
は
。

平
成
22
年
に
お
い
て
、
６
万

８
，
３
０
０
台
で
、
１
世
帯
当
た

り
で
は
１
．
３
９
台
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
収
支

率
は
。25

％
で
あ
り
、
市
は
約
１
，

２
０
０
万
円
を
負
担
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
現
状

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

財
政
面
の
問
題
は
あ
る
が
、

廃
止
す
れ
ば
公
共
交
通
の
空
白
地

帯
を
生
み
出
す
。
観
光
面
で
の
活

性
化
対
策
と
し
て
、
明
日
香
村
奥

山
や
奈
良
文
化
財
研
究
所
藤
原
宮

跡
資
料
室
へ
の
延
伸
も
行
っ
て
お

り
、
で
き
る
限
り
継
続
し
て
い
き

た
い
。県

中
南
部
の
バ
ス
に
つ
い

て
、
赤
字
25
路
線
の
廃
止
、
減
便

検
討
と
い
う
新
聞
報
道
が
あ
っ
た

が
、
本
市
が
関
わ
る
路
線
は
あ
る

の
か
。本

市
内
を
発
着
、
ま
た
は
通

過
す
る
路
線
が
６
路
線
あ
る
。

橿
原
市
全
域
の
バ
ス
の
停
留

所
数
と
、
廃
止
検
討
さ
れ
て
い
る

路
線
の
バ
ス
停
数
は
。

市
内
全
域
で
68
カ
所
あ
り
、

協
議
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
28

カ
所
で
あ
る
。

そ
れ
ら
以
外
に
も
減
便
を
検

討
さ
れ
て
い
る
路
線
は
あ
る
の

か
。

市
内
北
東
部
を
運
行
し
て
い

る
路
線
に
つ
い
て
も
赤
字
路
線
の

対
象
と
な
り
、
運
行
維
持
の
た
め

の
支
援
要
請
が
事
業
者
か
ら
出
て

い
る
。
旧
耳
成
高
校
跡
地
に
県
の

合
同
庁
舎
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
維
持
に
向
け
て
県
、
交
通

事
業
者
と
引
き
続
き
協
議
を
重
ね

て
い
き
た
い
。

近
鉄
、
奈
良
交
通
等
の
事
業

者
の
窓
口
で
あ
る
市
民
協
働
課
は

市
民
文
化
部
に
あ
る
が
、
交
通
政

策
は
ま
ち
づ
く
り
と
並
行
し
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
組
織
的

に
連
携
を
図
る
た
め
に
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

交
通
政
策
は
市
民
と
と
も

に
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ

て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
市

民
文
化
部
か
ら
ま
ち
づ
く
り
部
の

所
掌
す
る
事
務
に
改
正
し
た
い
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
例
え
ば
駅
周

辺
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
中
で

の
、
公
共
交
通
の
乗
り
継
ぎ
等
、

移
動
円
滑
化
に
お
け
る
考
え
方

や
、
自
動
車
、
駐
車
場
等
の
果
た

す
べ
き
役
割
や
規
模
、
機
能
等
の

検
討
が
一
体
的
に
行
え
る
よ
う
に

な
る
。
今
後
と
も
行
政
、
関
係
機

関
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
方
々

に
も
参
画
し
て
い
た
だ
き
進
め
た

い
。

中
南
和
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
本
市
の
役
割
、
公
共
交
通
に
対

す
る
思
い
を
市
長
に
聞
き
た
い
。

多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
に

よ
り
よ
い
公
共
交
通
機
関
等
を
持

っ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

く
さ
ん
の
人
が
も
っ
と
利
用
し
や

す
い
、
バ
ス
体
系
の
中
で
も
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
ハ
ブ
化
と
い
う
よ
う
に

新
し
い
も
の
を
つ
く
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

一般質問
森
下
み
や
子

森
下
み
や
子

（
公
明
党
）

日
本
女
性
会
議
の
開
催

平
成
25
年
度
か
ら
平
成
29
年 コミュニティバス
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